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広報しもだ  ２００７. ４ 月号  －２－

　

３
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

市
長
が
表
明
し
た
平
成　

年
度
の

１９

市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
考
え
方

「
施
政
方
針
」
と
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

財
源
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
の
下
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か

で
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
予
算
編
成

を
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
プ
（
重
点

増
減
）
方
式
を
取
り
、
事
業
（
経

費
）
の
優
先
順
位
、
事
業
の
重
点

化
を
明
確
に
し
、
予
算
編
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
行

政
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
内
経
済
の
活
性
化
や
市

民
生
活
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
必

要
性
・
効
果
の
高
い
事
業
へ
の
一

層
の
重
点
化
を
図
り
、
第
３
次
下

田
市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
掲

げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

上
記
の
基
本
理
念
と
重
点
施
策
を

掲
げ
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

　

行
財
政
改
革
を
市
民
と
と
も
に

進
め
、
地
域
の
経
営
に
対
す
る
決

定
と
そ
の
責
任
を
自
ら
が
負
い
、

地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
行
政
基

盤
を
構
築
し
て
い
な
か
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
安
定
し
た
行
政
運
営

を
目
指
す
た
め
に
も
、
本
市
の
負

債
を
適
正
な
水
準
に
保
ち
、
返
済

の
負
担
の
平
準
化
を
図
れ
る
よ
う
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
総

市
債
残
高
を
平
成　

年
度
ま
で
に

２２

２
０
０
億
円
以
下
と
す
る
目
標
を

掲
げ
邁
進
し
ま
す
。
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歳
入
の
財
源
確
保
で
は
、
市
税

の
公
平
公
正
な
課
税
と
徴
収
を
確

実
に
進
め
、
納
税
へ
の
理
解
を
高

め
、
未
利
用
財
産
の
積
極
的
な
活

用
方
法
を
検
討
し
、 払
い
下
げ
に
よ

る
有
効
活
用
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
下
田
市
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
経
費
節
減
等
合

理
化
の
推
進
に
努
め
、「
�
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
確
立
に
よ
る
評
価
の

実
施
、
�
施
設
統
廃
合
の
具
体
的

公
表
、
�
幼
稚
園
、
保
育
所
の
再

編
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
推
進

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
、
�
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
総
合
的
経
営

強
化
に
よ
る
繰
出
金
の
圧
縮
、
�

高
金
利
（
公
的
資
金
）
の
繰
上
償

還
に
よ
る
公
債
費
負
担
軽
減
の
検

討
」
の
改
革
を
優
先
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

�
�
�
�

　

税
源
移
譲
等
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
平
成　

年
６
月
か
ら
納
付
し

１９

て
い
た
だ
く
市
民
税
は
、
２
億
円

 「自然と共に生き、
    歴史に学び、
      人にやさしいまち」
        づくりを目指して

①
財
政
健
全
化
の
推
進

②
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
と
市
民

参
加
型
の
行
政
の
確
立

③
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
活
用
し
た

観
光
産
業
の
醸
成
と
、「
元
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

④
健
全
な
心
を
の
ば
す
教
育
環
境
の

整
備
と
福
祉
施
策
の
充
実

 「
基
本
理
念
」

①
効
率
的
行
財
政
運
営
（
下
田
市
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
推
進

②
観
光
施
設
及
び
観
光
資
源
の
有
効

利
用
の
推
進

③
地
域
産
業
経
済
活
性
化
へ
の
支
援

④
少
子
・
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
福

祉
及
び
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑤
市
民
生
活
に
直
結
し
た
環
境
整
備

及
び
防
災
対
策
事
業
の
推
進

⑥
第
８
次
教
育
施
設
整
備
５
ヶ
年
計

画
の
推
進

 「
重
点
施
策
」

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

平
成

年
度

19

平
成
平
成　

年
度
年
度

1919

－３－  広報しもだ  ２００７. ４ 月号

余
の
増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
税

源
移
譲
に
よ
る
市
民
の
皆
様
の
税

負
担
増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
定

率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
、
実
質
的

な
税
負
担
は
増
と
な
り
ま
す
。
税

制
改
正
の
広
報
を
き
め
細
か
く
実

施
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ

う
啓
蒙
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

政
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
方
式
を
取

り
入
れ
、
成
果
目
標
、
政
策
手
段

等
を
明
確
に
掲
げ
、
効
率
と
効
果

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、「
助
役
」
は
「
副
市
長
」
に
改

正
さ
れ
、
会
計
事
務
の
総
括
は
会

計
管
理
者
（
課
長
）
が
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

下
水
道
課
と
水
道
課
を
統
合
し
、

上
下
水
道
課
を
設
置
し
ま
す
。

　

保
育
所
と
幼
稚
園
の
運
営
及
び

事
務
の
一
体
化
を
図
る
た
め
、
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
「
こ
ど

も
育
成
係
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
福
祉
事
務
所
の
組
織

は
、
保
護
係
、
障
害
福
祉
係
及
び

社
会
福
祉
係
の
３
係
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
田
市
外
ヶ
岡
交
流
拠

点
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
よ
り
、
観
光
交
流
課
の
交
流
館

係
を
廃
止
し
ま
す
。

　

前
年
度
は
、
南
伊
豆
地
区
広
域

市
町
村
圏
協
議
会
に
お
い
て
市
町

の
助
役
を
委
員
と
し
た
「
南
伊
豆

地
区
合
併
調
査
委
員
会
」
を
設
置

し
、
合
併
に
向
け
た
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、  
特
に
進
展
を

見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
年
度
に
お
い
て
は
、「
南
伊
豆

地
区
合
併
調
査
委
員
会
」の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
新
合
併
特
例
法
の

期
限
で
あ
る
平
成　

年
３
月
末
ま

２２

で
に
合
併
が
可
能
と
な
る
よ
う
対

象
町
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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市
内
に
は
広
い
意
味
で
の
景
観

素
材
も
多
く
、
景
観
行
政
の
推
進

は
重
要
な
施
策
と
な
る
た
め
、
今

後
市
全
体
を
対
象
に
目
指
す
べ
き

景
観
の
あ
り
方
を
市
民
と
協
働
し

な
が
ら
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

花
協
議
会
や
花
の
会
の
活
動
団

体
と
協
働
し
て
、
市
民
・
来
遊
客

に
安
ら
ぎ
を
提
供
す
る  「
花
の
ま

ち
づ
く
り
」 
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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指
定
ご
み
袋
の
有
料
化
と
持
込

手
数
料
の
改
定
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
み
減
量
と

資
源
化
・
再
利
用
の
意
識
を
さ
ら

に
高
め
、
循
環
型
社
会
へ
の
転
換

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
ご
み
焼
却
施
設
の
大
規
模
改
修

を
今
年
度
よ
り
２
ヶ
年
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
で
は
、
第
６
次
拡

張
事
業
を
継
続
し
、
須
原
地
区
の

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
予
想

さ
れ
る
東
海
地
震
に
備
え
、
老
朽

管
の
更
新
、
石
綿
管
の
改
良
、
浄

水
施
設
の
耐
震
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
役
割
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
、
普
及
率
、
水
洗
化
率
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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学
校
教
育
で
は
、
軽
度
発
達
障

害
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
臨
床

心
理
士
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
を

整
え
る
と
と
も
に
、
生
活
・
学
習

支
援
の
た
め
の
支
援
員
を
１
人
配

置
し
ま
す
。
不
登
校
状
態
に
あ
る

児
童
生
徒
の
た
め
に
、
引
き
続
き

 「
適
応
指
導
教
室
」
を
設
置
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
と
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
推
進
に
向
け
、「
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
検
討
委
員
会

を
新
た
に
設
け
、
具
体
的
な
実
施

に
向
け
て
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
幼
稚
園
と
保
育

所
の
窓
口
を
一
本
化
し
た
「
こ
ど

も
育
成
係
」
を
新
設
し
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
再
編
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
児

童
健
全
育
成
等
、
就
学
前
の
子
ど

も
の
教
育
、
保
育
に
関
す
る
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
の
対
応
に
努

め
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
と
体
力
向
上

を
図
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
く
た
め
、
吉
佐
美
運
動
公

園
駐
車
場
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
地
域
防

犯
活
動
支
援
事
業
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
・
安
心
し
て
登
下
校

で
き
る
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
自
主
的
な
防
犯
活

動
を
支
援
す
る
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
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下
田
市
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、
住
民
参
加
型
の
福
祉
活
動
の

促
進
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り 
、 ３

歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
す
る
児
童

手
当
の
月
額
は
一
律
１
万
円
と
な

り
本
年
４
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　

重
要
課
題
で
あ
る
児
童
虐
待
防
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 「
自
然
・
環
境
を

大
切
に
す
る
ま
ち
」

 「
個
性
的
な
歴
史
・
文
化
を

活
か
す
ま
ち
」

 「
身
近
な
生
活
空
間
の
質
の

向
上
を
目
指
す
ま
ち
」

施 政 方 針

指定管理者制度導入の「道の駅開国下田みなと」

ごみ焼却炉の大規模改修を実施


